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メッセージ  「主が門を開かれる」 
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お知らせ  〔司会者〕 

賛  美  ～主を待ち望む者は～ 
 

☆礼拝にお越しくださった皆様を心よりご歓迎いたします！☆ 
《今週のお知らせ》 

★礼拝の恵みを感謝します！本日午後の「春の召天者記念礼拝」は中止致します。 
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☆一年に一回聖書を完読できる！Bible Reading Plan 〔５/２－/９〕 

Date 日 月 火 水 木 金 土 日 

旧約 1 サム 26-28 29-31 2 サム 1-2 3-4 5-7 8-10 11-12 13-14 

新約 ルカ 22:24-46 :47-71 23:1-26 :27-56 24:1-32 :33-53 ヨハネ 1:1-34 :35-51 

チェック ○○○○ ○○○○ ○○○ ○○○ ○○○○ ○○○○ ○○○ ○○○ 



 

「私は、あなたをよく知っている。あなたは、決して強くはないが、私の教えの心に従い、

恐れずに私の仲間であると語った。それで、あなたの前に、だれも閉じることのできない門

を、開いておいた。／“…I know you are weak, but you have followed my teaching. You 

were not afraid to speak my name.”」（アライブ訳/Easy-to-Read訳） 

 

フィラデルフィアの教会は先週のサルデスの教会とは真逆で、大いに褒められていて、一つ

も責められる所がなかった素晴らしい教会です。それ故に、主が天の窓を豊かに開いて、神

の国の素晴らしい世界へと導かれています。そのカギとなる内容は、上記の「力が弱いが、そ

の弱さに甘んじることなく、ひたすらに主の教えを守り、大いなる迫害の中にあっても、大胆に

主の御名を告白し、否定することはなかった」という“わざ”を行動で示していたからです。 

しかし、そんな彼らの間にも、“サタンの座”と言われる、偽りの信仰に生きてしまっている

人々がいました。表面的には彼らの方が立派な信仰者のように見せているが、主はすべて

をご存知で、小さく、弱い存在ではあるが、フィラデルフィアにいる忠実な目立たない信徒た

ちの存在をしっかりと見ていてくださり、大いに励ましてくださっています。 

私たちの信仰生活においても、“こんな自分でいいのか？こんなクリスチャンでもよいの

か？もっとあの人みたいに大きく用いられたい。ご奉仕したい。”などと感じてしまい、自分の

信仰の足りなさ、小ささ、弱さばかり気になってしまうことはないでしょうか？それは、教会間

でもそうかもしれません。大きな教会、大きく用いられているように見える教会、また有名な

牧師先生等々…。それに比べこの教会は…、この牧師は…、インターネットなどで多くの教

会の様子が見えるようになってきていることもあり、どんどん見えてくる部分もあります。それで、

自分たちのこと、自分のことを卑下してしまったり、そんな愚かなことになってしまうこともあるか

もしれません。しかし、主は真実の目を持って私たちをご覧になり、きちんと評価し、恵みの

門を開いてくださっておられます。そして、私たちに素晴らしい神様の名と、天のエルサレムの

市民権と、また、天の御国で用いられる新しい名をお与え下さるのです。また、天の神殿（も

う幕屋のように移動する必要はない為）の柱としてくださる。それは神殿の一部とされる、主

の臨在を意味する神殿の一部とさせてくださるという約束でもあります。主から離れたくても

決して離れることができない存在。その懐にしまい込んでくださるかのような大切な扱いを与

えられているのです。何という特権でしょうか！ 

主はそんなからし種のような小さく弱い存在を、それほどまでに大切な存在として愛してお

られるということです。もっと素直になって主の助けと守りをいただかなければなりませんね！ 

「主が門を開かれる」 
～みことば(主の教え)を大切にし、主ご自身の名を信じ告白する者～ 


